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Abstract　Nishimura Co. Ltd. is one of the oldest astronomical telescope makers in Japan and is 
known as the maker of the first professional reflecting telescope of Japan. We investigate historical 
materials of the company and find the oldest photo-album including 216 photos, indicating early 
history of modern telescopes in Japan. In this paper, we report outline of the materials and results 
of investigation of the oldest photo-album. Photos in the album are classified into four periods: 
founding period, around 10th year of Showa, World War II wartime, and post-war reconstruction 
period. We indicate characteristics of these photos and periods.
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1.　は じ め に

1926 （大正15） 年に近代的な銀メッキ鏡を搭載
した国産初の反射望遠鏡を京都大学に納入し，そ
れ以後天体望遠鏡の製作販売を始めたのが京都の
西村製作所である．西村製作所は，ほぼ同時期に
創業した屈折望遠鏡を主力製品とする東京の五藤
光学研究所とともに，わが国の天体望遠鏡専業
メーカーとして屈指の業歴を持っている1）．
五藤光学研究所の場合，創業者五藤斉三の自
伝 2）と社史 3）が刊行されていることから，製品史
等に関してかなりまとめられており，相当細部に
渡って，天体望遠鏡製作技術の発展を伺うことが
可能である．一方，まとまった形の社史のような
文献を出していない西村製作所の場合，これまで
に製品史の一部である画像情報は，カタログ等で
断片的に公開されており，長い業歴に基づいた多
くの資料が存在することが推測されていた．
われわれは西村製作所の好意により，その所蔵
する資料の一部を調査する機会を得ることができ
た．資料はスケールモデルなどの現品，設計図・

製作控などの文献類，写真アルバムなどである．
これらの資料について検討を加え，これまで知ら
れていなかったわが国の望遠鏡製造技術発達の一
端を知ることは重要である．この稿では，西村製
作所が所蔵している資料の紹介に加え，最古の写
真帳について検討した結果を報告する．

2.　西村製作所望遠鏡資料の概要

西村製作所が所蔵する自社製品に関する資料は
大別すると，設計図面，スケールモデル，製品の
写真（結果的にアルバムの形態となっている），お
よび『望遠鏡製作控』と題された記録帳の4種に分
類できるが，今回閲覧できたものは記録帳 （製品
製造記録メモ） と写真帳 （アルバム） である．両者
ともに創業以来の全ての業歴・製品史を示すもの
ではなく，時期的に欠落した期間が存在している．
スケールモデルは設計段階での製品評価などに
使用するため，特例的に作成された物であるが，
完成製品とならなかったこともあり，現存するモ
デルは総数でも一桁の数である．
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本資料の根幹は記録帳と写真帳であるが，創業
期から現在までにはかなり欠落期間が存在する．
同社にとって過去の製品情報が現行製品の販売促
進，新規製品の開発という業務に直接結びつく事
柄ではないため，資料の保存管理に万全を期すと
いう状況ではなかったことが，原因として推察で
きる．
我々が閲覧できた資料の中で 『望遠鏡製作控』と

表書きされたノート類は，実際にはラフスケッチ
に寸法が記入されたメモを集積した製品個別の製
作仕様書で，標準的な仕様はカタログに明記され
ているとは言え，仕様変更の記載からは，実質的
に少量多品種生産であることを示している （図1）．
量産化によって光学的仕様が均一化している球
面レンズを用いた屈折式望遠鏡に比べ，反射望遠
鏡の凹面主鏡は，その曲率に合致した放物面化の
方が，焦点距離の同一性より重要であり，必須の
条件である．非球面の研磨には特殊な工程が必要
であり（たとえば，木辺成麿，19674）），焦点距離
が個々の鏡で少しずつ異なってしまう．そのた
め，製品それぞれで個別調整が避けられず，さら
にユーザーの細かい仕様変更の希望にもできうる
限り対応していたことが，実質的に多品種生産と
なった理由と考えられる．

『望遠鏡製作控』は一年単位で記載され，2～3
年程度を一冊としてファイル形式の装丁となって
いるが，今のところ存在が確認できたのは第二次
大戦以降のものである．また，この『望遠鏡製作
控』は製造上の記録であるのみならず，経理上の
情報 （売価，入金状況等） も含んでいるため，情報
の全面的開示には十分な注意，配慮が必要であ
る．
各機材は通常，紙面一頁の表裏で記録されてお
り，複数頁にわたって記録されている場合もわず
かながら存在する．第二次大戦以前の分は存在が
未確認であるために普遍的な仕様であるかどうか
は確定できないが，付加番されている．付加番の
システムは一注文 （望遠鏡本体と付属品，ドーム
及び建屋，観測機材） に対して受注順に，西暦年
の下二桁を頭として10をその桁下に捨て番とし，
XX11から始められていて，例えば1993年の3号
機ならば9313となるが，年度内の注文数が90以
上となった場合，93番目では93103となる．
年度単位でまとめられた『望遠鏡製作控』の最
初の頁は各年度の一覧表となっており，発注者の
キャンセルなどによって欠番となった事例も僅少
ながら見つかる．また年初の受注品 （複数） への
追加注文で，それ以降の付加番が確定していたた
め遡った形で連番として追加分を加えたことか
ら，1号機がその年の10となった事例が一例存在
する．
一方，写真 （ネガ･ポジを含む） を集積したもの
は，全てが写真帳 （アルバム） の体裁で，サイズ，
装丁が異なるものの，9冊存在することが現在確
認できている．このアルバム類は内容で大別する
と製品の写真集と旅行記・出張記録に二分できる
が，この写真資料の両方を合わせて我々は 『西村
アルバム』 と称している．
両者を合わせた時系列に従った単純な概観で
は，製品写真集でもっとも古いものと考えられる
のが創業期の製品から1951 （昭和26） 年までに製
造された機材を貼り込んだものであり，旅行記で
は 1941 （昭和 16） 年 9月 21日の，当時日本領で
あった台湾北部の富貴角での日食観測旅行の顛末
を，社長であった故西村繁治郎自身がまとめた，
日食観測紀行の2冊となる．
本稿で詳述するのは前者の製品写真集の中で創
業期から1951 （昭和26） 年までのものをまとめた
一冊のアルバムである．以下ではこれを 『西村ア
ルバム最古編』 と称する．このアルバムには，近

図1.　望遠鏡製作控の実例．1961 （昭和36） 年に
当館に納入された口径12.5 cm反射望遠鏡
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代式反射望遠鏡が商品として生み出された時期，
続いて我が国の天文研究の分野にアマチュアが登
場し相応の業績を上げ始めた時期から戦後の理学
教育の充実を目指した時期までの望遠鏡写真が含
まれており，我々が目にした同社資料中で最も史
料性が高いと思われるものである．

3.　西村アルバム最古編

西村アルバム最古編が他のアルバムと大きく異
なるのは，収録枚数を変更できるルーズリーフ式
の台帳に写真を貼り込んだものであるものの，型
式，形状が旧式であり，また台紙の紙質が粗悪で
表紙自体が現存していないことである．作成され
た時期が確定的と思われる1941 （昭和16） 年の日
食観測紀行のアルバムが上製であるのに比べる
と，体裁に著しい相違点があることが見て取れる．
西村アルバム最古編はこのように仮綴じ状態で
あって，表紙は無く判型はほぼB5で総頁数は82
である．写真を剥ぎ取った痕跡がかなりあり，ま
た何も貼り込まれなかった頁が存在していたこと
も，糊の痕などの痕跡が見当たらないことから見
て取れる．
写真の貼り込みが行われているのは74頁で，現
存する写真点数は 216葉で全てが白黒写真であ
り，サイズはバラバラで統一性はない．また昭和
初期には極めて少なかった，高度化した天文アマ
チュア用に製造された機材のような，歴史的に記

録に残されるべき機材の写真がかなり欠落してい
る．これらは，カタログ作成時に剥がされて画像
原稿として使用したり，雑誌等の掲載画像 5）とし
て使われたことが，カタログ・雑誌記事の内容か
ら推定できる （図2）．
剥がされた写真は最古編に挟まれたままの一葉
と他のアルバム （時系列が異なる） に貼られた一
葉との合計2葉を除いて元のアルバムに戻される
ことはなく，結果として剥ぎ取りの痕跡が多く
残ったものと思われる．現在，剥がされた写真の
存在の有無は確認されていない．
糊の痕からも元々は貼り込まれている写真の半
数ほどに但し書きが付けられていたことが判る
が，写真自体はその後に剥がされたままで但し書
きだけが残っている頁もある．写真の貼り込みに
関しては，同頁は同時期というような大まかな同
時性はある程度あるものの，全頁を通じての時系
列にはなっていない．
台紙の状態が悪いことで垣間見える写真の裏面
や，像面に押された押印の存在も含めて，剥がし
かけ （接着状態不良） と思われる写真のうちの幾
枚かからは，アルバムの写真は元々来信の写真葉
書であったことが判り，発信者も特定できる．
わずか一例であるが，完全に剥がされた写真が
脱落せずに残り，糊痕の状態から本来の添付位置
が確定できた事例がある．しかしこの事例では，
本来位置に書かれていた但し書きと，裏面に記録
された情報とは異なっていたことが見て取れる 

図2.　創業期の製品の写真を貼り付けたページ．左下に剥がされた写真の跡がある
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（図3）．これは補完情報の少ない創業期の製品で
あるが，但し書きは写真の貼り付けと同時ではな
く，その後に但し書きの書き込みが行われたこと
から，結果的に記載ミスとなった事を伺わすもの
である．機材の比定，特定には，製品の製造時期
を考慮したうえ，可能であれば別の文献情報等の
補完史料による校閲も場合によっては必要と考え
られる．また写真の裏面にある記述が判読できれ
ば，より一層正確な情報が得られると予想でき
る．

4.　貼付写真の時期区分

西村アルバム最古編に貼付された写真は但し書
きの年代から，前述のように1926 （大正15） 年創
業時の第一号機から1951 （昭和26） 年までの四半
世紀に渡るものである．その内容 （撮影対象） は
自社製の望遠鏡の完成を期して記録的に撮られた
ものだけでなく，購入者から送られた使用状況
（主に来信と思われる），また観測装置・機材など
である．それに加えて著名な外国の望遠鏡，観測
装置・機材などを含むことから，自社の製品記録
集という位置づけだけでなく，技術参考にも用い
られていたものとも考えられる．
写真の配列には時系列に前後の錯綜が見えるも

のの，時期的に集約すれば創業期，昭和10年前後，
戦時中，戦後復興期の4つの時期に大別できる．
それぞれの時期を望遠鏡製造の技術発展と社会
環境から考えて要約すると，
①  技術指導に比類無い役割を果たした京都大学

理学部助手中村要逝去までの創業期
②  対象分野に高い専門性を持つアマチュア天体
観測者が多出する第二次大戦前の高揚期

③  反射望遠鏡製造技術，特に非球面鏡製作技術を
報道・軍事用に転用した戦時期

④  科学教育の普及が国家目標となり，理学振興を
目指した戦後の復興期

となる．
4–1.　創業期
創業期に撮影された写真の特色としては，特定
の場所で撮影されたことが伺える．それは写真の
背景からで，撮影場所は当時京大天文台と呼ばれ
た，京都大学内 （吉田） の理学部宇宙物理学教室
の建屋屋上である．このことは，写真に写ってい
る建屋屋上の手すり部分，あるいはドーム壁面の
湾曲から判断できる．
この時期の西村製作所製造の望遠鏡は，中村要
が鏡面を製作し西村製作所でマウンティングさ
れ，組み立てが完了した機材は宇宙物理学教室屋
上に運ばれ，最終的に中村要自身がチェックして
完成品となり出荷されたものである．写真はその
時に中村要によって撮影されたと考えられる．こ
の時期の写真は西村アルバムにはそれほど多くな
いが，他の史料，例えば現在は京都大学に移管さ
れている旧山本天文台収蔵資料には補完できる情
報が多々存在すると考えられる．
写真に付けられた但し書きや裏面の書き込みか
ら，口径15 cmの第一号機の製造・完成に引き続
いて，同口径機およびそれとは異なる口径の機材
が何れも複数，同時に製造されていたこともわか
り，実際の製造状況は単品製造ではなく，少量で
あってもロット生産だったことが推定できる．技
術史的な視点で考察すれば西村製反射望遠鏡第一
号機の外貌は，中村要 （1926）6）にある極めて初期
の同口径機 （二号機か三号機） と比べて水平回転
部の微動機構が無く，また三脚も構造・外観とも
華奢であったものの，引き続いて製造されたもの
は改良・改善が直ぐに行われたことがこのアルバ
ムの写真から判断できる （図4）．
さらにその後，駆動装置を備えた本格的な据付
型屈折赤道儀が高級アマチュアの要望に沿って製
造されて，徐々にではあるが品位の高い製品の製
作も始められ，技術的には続く高揚期の先駆と
なった．

4–2.　高揚期
この時期は天文アマチュアの増加に伴って望遠

図3.　脱落せずに残った写真の表裏面．図2の
左下から剥がされたことが裏面の糊痕か
ら分かる．裏面の記載事項はアルバムの
但し書きと異なっている
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鏡の需要が広がったことから，口径の大小，架台
形式の違いといった仕様差を製品に反映させて，
一層の多品種生産が進められている．また，専門
性の高い観測に対応できる望遠鏡の製造も赤道儀
架台の増加から伺うことができる．同じく赤道儀
架台が同業他社向けへ納品されたことがあったこ
とは，限定的とはいえ他社の望遠鏡製造技術に西
村製作所の技術が何らかの影響を与え，技術母体
として関係していたことも示している．
以上のような着実な技術進歩を背景に，京都大
学だけでなく東京天文台への納品も西村製作所は
行っている．専門研究機関の使用にも耐えうるよ
うな製品も生み出されていることは，この時期が
西村製作所の望遠鏡製造技術の確立期であったと

いえる（図5）．
この時期の写真の特色のひとつに来信の多いこ
とが上げられるが，それは全体としてアマチュア
レベルの向上を示しており，また来信の人物自身
が観測者として成長していく過程を示す画像も残
されている．

4–3.　戦時期
日中戦争開始後，戦時色が濃厚になるにつれ光
学産業も戦力の一端として軍需の色彩を強めてい
き民生品製造からは遠のく．西村製作所について
いえば，カセグレイン反射型光学系の開発・製造
に業務が移行したことがこの時期の特色である．
カセグレイン反射型光学系は，この時期まず報道
機関で需要が急増した超望遠レンズに替わるもの
で，非球面・反射望遠鏡製造技術を必要とするも
のである．
元京都大学花山天文台職員の宮沢堂と協力して
完成したのが，【宮沢西村】 式を略した 【ミヤニ】
式反射望遠写真鏡で，報道機関での実用状態を最
も的確に示しているのが，台湾富貴角での日食観
測紀行に収録された写真である．西村アルバム最
古編には 【ミヤニ】 式の完成に先立ち試作された
グレゴリー式をはじめ，これまで公刊されていた
資料 7）–9）にはない画像情報が多くあり，戦時期の
わが国光学産業の広がりの一端を伺う事ができる
ことは貴重である．
第二次大戦開始以降はさらに反射鏡を用いた明
るい軍用光学系の開発にも関わり，暗視装置 （ノ

図4.　15 cm反射経緯台．左はアルバムの写真
を拡大したもの，右は『天界』誌上で紹介
された同口径の第二ロット製品

図5.　高揚期の写真．左頁はアマチュア火星観測者の伊達英太郞氏と初期の愛機『しろがね』，右頁に
は同業他社や東京天文台に納められた製品が見られる
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クトビジョン） の実用化に向けた研究開発も行い
試作機の画像も残されている （図6）．戦時中のノ
クトビジョン開発に関して，これまでの記載 10）は
東京方面の軍関係機関，官公庁，民間会社のもの
だけで，関西方面で行われた同様の研究に関する
資料はほとんど無い．
一方，この時期は戦時下であり物資の統制，材
料不足等で民生品の製造は休止状態であったが，
僅かに京都大学が行った日食観測用の機材のみが

製作されていたことも記録されている．
4–4.　復興期
敗戦によって旧来の教育は改められ，理化学の
振興が大きな目標になったが，天文学の普及もそ
の一端であり，それに沿うように公共機関，学校
等からの望遠鏡とその設備の発注が増加したこと
が写真に添えられた但し書きから見て取れる （図
7）．さらに戦前からのアマチュア天文家に加え
て，新たに天体観測を志す新興のアマチュア天文

図6.　戦時研究で試作された明るい反射光学系．但し書きの「の号兵器」とはノクトビジョンに因んだ
秘匿名称

図7.　復興期の写真．左下は初歩向きの簡易型小口径望遠鏡，右頁の機材は空襲による戦争被害からの
復興の例
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家が少しずつではあるが，着実に増加していった
こともわかる．
機材の発達では望遠鏡の口径の増大化が顕著と
なり，質と数量が総じて増えていったことも見て
取れる．反射望遠鏡に関する純技術的な事項で
は，戦前に始まったアルミめっき技術，レンズ面
の反射を減少させる蒸着技術が一般化して，特に
反射面の耐久性が増大し，実用性能が向上したこ
とも反射望遠鏡普及の要因となった．

5.　西村アルバム最古編の作成時期と意図

西村アルバム最古編は長期間の歴史を記録して
いるが，写真を撮影された時期で分類すると，後
期になるほど写真数が多くなることは，このアル
バムの作成時期，作成意図を特定する要素である
と思われる．
アルバム作成時期は戦後復興期の1940年代末
から50年代の初めであると考えられるが，その要
因は注文の増加で記録すべき資料が増えたことで
あり，またカタログ作成等で製品記録を改めてま
とめておく必要が起きたためと考えられる．これ
はアルバム中の撮影時期の但し書きの多さと貼り
込みの配置等が示しているものである．さらにア
ルバムの台紙の質が悪いことも戦後の物資不足の
時期に作られたことの証拠と考えられる．
一方，旧製品の写真については時系列配置に錯
綜が見られる．これは機材そのものの製造時期か

ら経時によって記憶が不明確になったこともその
原因であろう．また旧製品の写真が元々は室内装
飾用の壁飾りとして額縁に貼り込まれていたこと
を示す写真が複数枚見つかる （図8）．このことか
ら，会社での来客応接用などで複数の装飾用額縁
に貼り込まれた写真があり，それを1950年頃に，
当時新規に製造した機材の写真と合わせて貼り直
し，一冊のアルバムとしたことが考えられる．新
たに写真に添えられた但し書きが写真の裏書きと
多少異なることも，製造時の但し書きでないとす
れば理解できる．
従ってこのアルバムは当初に製品写真を資料と
して保存する必要があるという，強い意向から製
作されたものではなく，結果的に写真資料が蓄積
されたことで作成されたものと考えられる．

6.　西村製作所望遠鏡資料の価値

西村アルバム最古編の写真からこれまで知られ
ていなかった多くの事実が判明した．これは産業
史としてはこの分野の情報量がもともと少なかっ
たことも手伝っている．その原因は，多品種少量
生産で，工業化しにくい非球面研磨技術を必要と
する反射望遠鏡製造業が，国内光学産業でも傍系
であることによる．西村製作所が所蔵する望遠鏡
資料は，創業から半世紀以上の望遠鏡製造を記録
して，日本の天体望遠鏡，特に反射望遠鏡の普及
の歴史を示している．これは，日本のアマチュア

図8.　額縁貼り込み写真．左の写真の背景にある額縁部分を拡大すると写真の貼り込みであることがわ
かる．これらの写真のほとんどはアルバムの中に見つけることができる
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天文学の発達が望遠鏡の普及にともなうことを考
えると，非常に貴重な資料である．
この稿では西村アルバム最古編について詳述し
たが，西村製作所望遠鏡資料のもう一つの柱とい
うべき『望遠鏡制作控』については，まだ全資料
を調査できていない．これは戦後復興期の同社の
望遠鏡受注情況を示すものであるが，前述したよ
うに経理情報や発注者の個人情報が含まれる．こ
れらの点に留意して調査し，その結果は改めて報
告したいと考える．
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